





A Study of Class Management that Raises Children’s Self-belief　　　

























































































































































































































































































































































































































































































































































































　　１/8　HPを管理されているM. I. 様・M. A. 様に手紙を書いて送ろう。
　　１/２5　鹿児島大雪（M. I. 様・M. A. 様から大雪見舞いのメール届く）
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ビ，そしてM. A. 様・M. I. 様に感謝の気持ちを伝えた。実感のあるつながりに子どもた
ちは感謝していた。その姿は子どもたちの大きな成長であり，一番星の輝きであった。
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５　研究の結果（自己肯定感アンケートの結果より【５年・6年　５月・１２月・３月実施】）
　⑴　自己好意感：質問「自分には良いところがありますか。」
　　 　自己好意感については，言葉のシャワーと一番星みつけで５年次徐々に高まってきたが，
６年次3月に「分からない」が増え自分を客観視し自問する段階にあったと考える。
　⑵　自己有用感：質問「自分は人の役に立っていますか。」
　　 　自己有用感については，朝の奉仕活動や一年生の交流で喜び合えた体験，係で協力した
成果等，「ありがとう」の言葉と気持ちの行き来で有用感が高まったが，全体的に低く課
題として残った。
図７　５年　自己好意感の変容
図８　6年　自己好意感の変容
図９　５年　自己有用感の変容
図１0　6年　自己有用感の変容
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　⑶　自己効力感：質問「自分はがんばればできると思いますか。」
　　 　自己効力感については，学び合いや仲間との話し合い等，対話的で実感ある学びや学級
会から発展し学校全体を動かす活動等，成果が分かる形でフィードバックされた事が大き
な要因であったと考える。
　⑷　自己存在感：質問「クラスはほっとできますか。」
　　 　自己存在感については，家庭や地域も自分が存在していることを感じる大切な場である
が，あえて学級が存在を感じる場であるかを問いた。「できる」が増え，学級が安心でき
る場及び集団になり，一人ひとりの存在感が高まった。
図１１　５年　自己効力感の変容
図１２　6年　自己効力感の変容
図１３　５年　自己存在感の変容
図１４　6年　自己存在感の変容
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　⑸　自己生命感：質問「生きていることを感じることがありますか。」
　　 　自己生命感については，総合的な学習の時間や道徳等，「生命」をテーマに自分事とし
て考え，他者とかかわり実感を得た成果が表れていると考える。特に６年3月に保護者へ生
まれてきたこと・育ててくれたことに感謝の気持ちを伝えられたことも大事な要因であっ
た。
　⑹　自己肯定感①：質問「自分が好きですか」
図１５　５年　自己生命感の変容
図１6　6年　自己生命感の変容
図１７　５年　自己肯定感①の変容
図１８　6年　自己肯定感①の変容
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　⑺　自己肯定感②：質問「自分の好きなところも嫌なところもあって良いと思いますか。」
　　 　自己肯定感については，①の質問項目は，自己肯定感の核となる問いであったが，当初
②は自己受容という捉えをしていた。しかし，今後の研究につながる自分の嫌なところ，
つまり自己否定的な捉えも含んだ自己受容が，自己肯定感に含まれると考えられ，「自分
の好きなところも嫌なところもあっても良いですか」という質問項目を自己肯定感を問う
質問②とした。結果として，一番星みつけや社会科・道徳などを総合単元的に取り組み，
実感できる学びにつながり全体として自己肯定肯感が高まったと考える。自分自身をしっ
かりみつめ，自分らしさを受け止められるようになった。つまり，仲間との対話や学び合
いである他者理解から自己をみつめ，自分を知る自己理解へと自己肯定感が高まっていっ
たことが伺える。
6　研究の考察
　子どもの自己肯定感の高まりについて，学級経営の実際とアンケートから検証したが，成果
として，5つの視点に関わるアンケート結果から仮説１・仮説２が主体的な子どもたちの学びに
より実感により，肯定感を高めることができたと考える。また仮説3の異質性も話し合いや共
に創り出す学びの中で異質性の共同という形で実証されたと考える。さらに，学級経営の核で
ある保護者との連携も日々行われ，家庭との信頼関係づくりも大きな要因であったと考えらえ
る。
　課題として，子どもの自己肯定感の発達の段階の分析やより妥当な自己肯定感の構成，それ
らを考慮したよりよい具体的な取組の在り方が挙げられる。個と集団のかかわりにおいても，
よりよい自己肯定感を高める学級経営の在り方の追究が望まれる。
図１９　５年　自己肯定感②の変容
図２0　6年　自己肯定感②の変容
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７　結
　「子どもが分かったと言っている時は，分かっていない。」主論文への恩師の激励である。数
値や集団という見方だけでは，本当にできたのか，分かったのか，成長したのか，高まったの
か，理解できていない。やはり「個が育ったのか」の視点が肝要であると考える。市川（２003）
は，子どもたちの主体的で切実な問題に対する問題解決を通し，みえにくい学力とみえやすい
学力を結合するために，総合的な学びの展開の中で，「個において総合」していく必要性を述
べている。本稿において自己肯定感の高まりを数値で捉えていったが，そこには，個の育ちを
みつめる教師の主観と客観が必要である。さらに，教師の自己否定的省察（田上，２0１６）によ
る自己変革という謙虚さがなければ，真の子ども理解には近づけない。
　今，ポスト・コロナショックで求められる教師の在り方とは何か。赤坂（２0２0）は，子ども
が幸福感を高めるためにも安心感を抱き，レジリエンスを高め信頼できる教師が求められると
述べた。筆者がいう自己肯定感は，この幸福感に近いものであり，子どもにも教師にも今こそ
必要なものである。子どもの自己肯定感を高める保育者・教師もまた，自分の自己肯定感を高
める存在であって欲しい。現在保育者となる学生の自己肯定感とレジリエンスを高め，反省的
実践者となり保育者の専門的成長につながる学びの素地を育てたいと実践している。子どもた
ちと共に追究した一番星の輝きを，これから保育者となる若人に伝えていきたい。子どもたち
と共に歩む，成長する，若人の自己肯定感を高めていきたい。そのことが若人が出会う愛すべ
き子どもたちの一番星になると信じて。
　小学校卒業の日。子どもたちは晴れやかに教室を旅立った。自分たちで切り拓いた学びで培
われた「つながる」実感が，新しい社会を創る担い手の心の種に育ったと信じている。この実
践を再考しながら，東日本大震災後訪れた石巻の地に懸命に咲いていたひまわりに「子どもの
思いを主体にした教育を行い，子どもたちの心や希望を晴れやかに輝かせる光に・一番星に，
子どもたちと共になりたい」と願ったことを思い出した。コロナ禍も一番星の輝きとつながり
で乗り越えられる。
　「たいせつなことはわからないことからわからないことへ。」（上田，１98６．P136）子どもた
ちの自己肯定感と保育者・教師の自己肯定感。分かったと納得せず，常に不完全を追究する。
無限に広がる不確実で素晴らしいこどもの世界を旅していきたい。出会った子どもたち，全て
の方々に感謝したい。
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